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2020年4月4日（土）日本顔学会25周年記念シンポジウム　於︓東京大学情報学環福武ホール
◆13︓30～　基調講演「学会25年の歩み」／会長　菅沼　薫　　　（※開場13︓00～）
◆14︓00～　特別講演＜顔を知る＞①・②・③各30分　　　
◆16︓00～　25周年記念デモンストレーション<顔を楽しむ・顔で遊ぶ＞～交流会　（※18︓00　終了）　

※非会員も大歓迎です！どうぞお誘いの上お越しください。
※事前登録は不要です。当日会場に直接お越しください。

日本人類学会／日本心理学会／人類形態科学研究会／日本香粧品学会／日本化粧品技術者会

東京都歯科衛生士会／日本赤ちゃん学会／新学術領域研究「顔・身体学」／日本顎変形症学会

日本似顔絵師協会／美術解剖学会／日本バーチャルリアリティ学会／電子情報通信学会HCG

映像情報メディア学会／感性工学会／ヒアルロン酸機能性研究会

■主　催︓日本顔学会

■会　場︓東京大学情報学環福武ホール
　　　　　　〒113-8654 文京区本郷7-3-1
■アクセス︓都営大江戸線 　  本郷三丁目駅　徒歩7分

東京メトロ丸ノ内線  本郷三丁目駅　徒歩8分
東京メトロ南北線     東大前駅　　 徒歩10分

■参加費︓一般 3,000円（会員・非会員とも同額）
　　　　　　学生 1,000円（専門学校生を含む）
　　　　　　高校生以下 無料

後援・協賛（予定）

東京大学理学部人類学課程卒、国立科学博物館で
ジャワ原人化石調査を行っていた。
定年退職後は、古代エジプト遺跡の調査に参加し、
発掘された骨格を研究している。
日本人の形成過程を研究し、顔の虚弱化と美意識
の変化に興味を持つ。
古人類の姿を復元し、NHK「人類誕生」などテレ
ビ番組にも協力している。

国立科学博物館
   名誉研究員

米国ロサンゼルス在住中、Joe Blasco Make-up
Center、Dick Smith　Advanced Make-up 
Courseにて特殊メイクを学び、その後「メタル
ストーム」「砂の惑星・デューン」「ゴースト
バスターズ」「キャプテンEO」「ラットボーイ」
などの映画作品にスタッフとして参加。
1986年帰国後、特殊メイクアップ、特殊造形で
のパイオニア的工房、株式会社メイクアップディ
メンションズを設立、現在に至る。

株式会社メイクアップ
ディメンションズ代表取締役
大阪樟蔭女子大学客員教授

日本顔学会は創立25周年を迎えました。その創立の原点に立ち戻り、顔を知り・顔を楽しみ・顔で遊ぶ場を企画
いたしました。顔に興味を持つ仲間とともに、学際的なネットワークをさらに発展させたいと思っております。

Face 顔を知る・顔を楽しむ・顔で遊ぶ

特別講演① 特別講演② 特別講演③

25周年記念デモンストレーション

馬場 悠男

座長︓島田 和幸

「動物の顔・ヒトの顔」 「顔の錯視を知る・楽しむ・遊ぶ」「特殊メイクで造る顔」

北岡 明佳

座長︓森川 和則

江川 悦子

座長︓森島 繁生

●似顔絵コーナー: 日本顔学会の誇る「似顔絵チャンピオン」「人気似顔絵師」の皆さんによる似顔絵体験コーナーです。
　　　　　　　　　　 展示とデモをお楽しみください‼

●化粧体験コーナー︓ 化粧文化研究者ネットワークがお届けする「メイク体験コーナー」です︕ 自分の顔の変化をお楽し
　　　　　　　　　　　　みください‼
●美人画福笑いコーナー: 美人画研究会で人気の「美人顔を作る福笑い」が体験できます︕顔パーツの配置を変えるだけで
                                      ベッピン誕生︕を実感してください‼
●フェイスストレッチングコーナー︓ 若手交流会メンバーが、自然な笑顔を作るフェイスストレッチを実演いたします︕
                                                     インストラクターと一緒に表情筋を鍛えて、良い顔になりましょう︕

●美表情シミュレーター体験コーナー︓ 若手交流会が新開発︕撮影したあなたの顔画像を使い、美表情に変換する様子を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お見せいたします︕

●美人画モーフィング動画投影︓ 美人画研究会が作成した、日本の美人画のモーフィングです︕浮世絵から明治・大正・
                                                     昭和の美人画の変遷が見られます︕
●その他　活動紹介などの展示やポスターもございます︕　

専門は知覚心理学、特に錯視を研究している。錯
視は単なる視覚性の錯覚というだけでなく、人々
は面白いもの、ぐっとくるもの、美しいものを選
択して「錯視」と呼ぶのだという信念から、錯視
量の最大化と、よいデモの作成に、研究のリソー
スをつぎこみ続けている。その制作活動は研究用
途であるが、人に見せられるレベルまで錯視量と
デモの品質を上昇させたデザインに、芸術作品の
ような雰囲気が出てくるのは、この理由による。

立命館大学
総合心理学部・教授

PROGRAM


